
報

簾
鵬
十
灘
巻
　
第
　
瓢
號

一
瓢
幽

し
て
著
蒋
は
先
づ
、
土
器
片
が
何
れ
も
擁
威
良
直
な
ら
ざ
る
糧
難
な
尖
底
の

ち
古
弐
麟
…
紋
土
器
た
る
を
指
摘
し
て
み
る
が
、
更
に
出
内
灘
平
氏
の
瞬
く
漆

意
し
た
…
關
東
並
び
に
東
北
地
方
の
他
の
古
式
羅
絞
式
土
器
と
の
闘
に
於
け
る

型
式
的
併
行
關
係
を
肯
定
し
て
、
詫
ハ
の
位
践
を
確
め
る
に
意
を
用
み
た
Φ
帥

ち
証
く
の
東
北
地
方
で
は
槻
木
半
田
出
土
の
土
器
類
串
、
貝
暦
下
の
黒
土
暦

か
ら
は
繊
維
を
含
蜜
ぬ
魔
軍
絞
．
の
細
図
無
線
’
文
、
具
殻
白
文
を
有
す
る
土
器

が
出
て
お
り
、
上
屠
の
貝
燈
か
ら
は
、
こ
の
素
山
貝
塚
の
第
一
一
類
の
土
器
が

娼
土
し
て
み
る
銀
實
、
而
し
て
山
内
氏
が
爾
麿
を
槻
木
下
臥
式
、
後
者
を
…
槻

木
上
癬
式
と
名
付
け
た
も
の
を
、
取
り
上
げ
て
、
素
山
只
糠
の
第
荘
類
の
土
器

錦
ち
沈
腺
文
土
器
が
、
こ
の
槻
木
下
膨
式
に
並
行
し
第
一
、
第
二
類
の
條
痕

並
に
羅
紋
條
痕
土
器
が
岡
上
暦
式
に
併
行
す
る
事
を
論
じ
た
。
次
に
更
に
遽

ん
で
蘭
春
が
闘
東
の
田
戸
下
賢
式
或
は
子
様
口
恥
に
併
行
し
、
　
一
方
北
海
道

住
吉
町
繊
土
の
尖
底
底
土
器
に
併
行
す
る
事
を
實
例
に
就
い
て
指
摘
し
て
み

る
．
、
か
く
て
氏
は
素
山
貝
塚
出
土
の
土
購
の
大
部
分
を
む
す
も
の
は
闘
束
の

維
土
器
な
る
茅
出
式
に
併
行
す
る
事
を
認
め
た
上
、
關
束
の
茅
山
式
で
は
未

だ
羅
…
絃
が
施
…
絃
」
れ
さ
て
み
な
い
事
か
ら
翻
鞭
紋
」
の
獲
生
を
中
果
北
蹄
一
方
に
求
む
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
一
の
私
案
を
提
出
し
て
み
る
。

　
ま
こ
と
に
こ
れ
ら
古
式
縮
紋
土
器
群
の
併
行
關
係
は
猫
り
型
膿
的
に
或
は

暦
序
的
に
山
認
め
ら
れ
る
に
と
ぐ
ま
ら
ず
、
あ
る
古
い
罐
．
史
的
時
闘
の
内
に
於

け
る
暫
間
的
俳
行
…
川
漁
を
指
示
す
る
・
も
の
た
る
事
に
ほ
“
疑
ひ
の
毒
魚
は
な

い
で
あ
ら
う
、
、
こ
れ
ら
の
あ
る
一
定
の
時
問
内
に
於
、
い
て
、
か
㌧
る
貝
塚
が

異
っ
た
露
髄
を
占
有
し
乍
ら
、
夫
々
如
何
な
る
文
化
史
的
交
渉
を
持
ち
禦
た

か
は
、
特
來
こ
の
種
の
科
學
的
調
査
報
告
の
よ
り
多
く
の
護
表
を
疾
っ
て
樹

か
に
さ
る
細
き
で
あ
る
。

　
閃
…
み
に
本
腰
で
は
問
題
と
し
て
の
土
器
類
を
ば
囚
十
葉
に
上
る
爆
撃
な
コ

ロ
ダ
イ
ブ
版
で
示
し
、
な
ほ
附
す
る
に
槻
木
貝
塚
そ
の
他
の
頭
脳
の
土
器
を

以
て
し
て
み
る
顯
は
研
究
上
墓
．
礎
的
な
資
料
を
提
供
す
る
…
論
意
を
示
し
た
も

の
と
し
て
推
賞
す
恥
き
で
あ
る
。
　
（
四
六
倍
版
、
本
革
三
三
頁
、
照
版
四
二

葉
、
佛
文
概
要
一
〇
頁
、
東
北
蕾
國
大
學
法
丈
學
蔀
奥
羽
史
料
調
査
部
爽
行

昭
和
十
五
年
三
簿
、
定
贋
五
圓
X
〔
藤
岡
謙
二
郎
）

情

報

吏
學
研
究
禽

　
例
　
露
　
五
月
十
八
臓
（
土
）
午
後
一
時
牛
よ
り
文
雁
部
陳
列
棚
第
一
教
室

に
於
い
て
關
…
催
、
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。

一、

h
代
帝
眉
陵
の
壁
驚
を
通
じ
て
見
た
る
契
丹
入
生
活
の
こ
悶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
堪
講
師
　
田
　
村
　
實
　
渣
氏

　
漆
～
代
帝
藍
触
陵
と
は
、
職
…
洲
國
競
（
安
｝
四
省
巴
一
躍
左
灘
…
旗
、
と
’
内
四
月
ウ
ジ
ユ
ム
チ

ン
と
の
境
を
な
す
興
安
嶺
の
一
峯
ワ
ー
ル
・
イ
ソ
・
マ
ソ
バ
に
現
存
す
る
聖

宗
・
興
宗
↓
遺
宗
の
滑
陵
墓
ハ
俗
に
方
翫
の
上
か
ら
東
陵
ゆ
島
西
陵
と
い
ふ
）

を
さ
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
東
陵
の
内
部
一
面
に
描
か
れ
て
み
る

人
物
四
季
山
水
・
花
鳥
文
な
ど
の
駿
驚
を
通
じ
て
う
か
が
は
れ
る
契
丹
人
の

生
活
檬
式
　
　
追
と
し
て
か
れ
ら
の
住
屠
・
生
業
・
圃
有
信
仰
な
ど
を
湖
心

と
ナ
る
一
1
を
、
遼
史
は
じ
め
、
綴
錦
の
宋
人
の
諸
記
録
中
に
み
え
る
そ
れ
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に
…
闘
す
る
記
載
と
の
岡
似
性
に
於
て
考
察
し
、
且
つ
併
せ
て
数
多
の
壁
灘
實

物
大
の
窩
眞
の
縞
織
を
行
っ
た
。

一、

｡
原
宮
阯
の
獲
編
瑠
に
就
い
て
　
　
　
工
厘
博
士
　
足
　
　
立
　
　
　
康
氏

　
博
士
が
主
と
し
て
脅
は
れ
た
H
木
古
文
化
研
究
所
の
奈
良
縣
高
市
郡
鴨
．
公

村
藤
高
窩
阯
傳
説
地
潜
掘
…
に
就
い
て
最
近
の
概
況
を
報
告
し
籠
城
官
と
の
比

較
を
試
み
ら
れ
た
な
ほ
詳
細
に
つ
い
て
は
調
査
完
了
の
後
の
護
表
を
侯
っ
こ

と
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
讃
　
　
　
吏
　
　
　
禽
薗

　
暫
入
禽
置
敷
迎
會
　
五
月
七
挺
（
火
）
午
後
六
時
よ
り
南
輝
寺
塔
上
輿
因
庵

に
て
新
入
會
員
た
る
鼻
聾
專
攻
∵
醐
円
生
の
激
迎
會
を
開
…
催
。
西
田
教
授
、
牧

教
授
、
柴
田
講
師
、
東
伏
見
譲
師
以
下
先
躍
、
塾
生
…
呂
調
鵬
翼
出
席
し
、
庵

主
古
漢
景
雄
輝
師
の
心
を
籠
め
た
御
も
て
な
し
を
享
け
つ
憶
意
義
深
い
一
夜

を
過
し
た
Q

　
　
　
　
東
洋
史
談
話
曾

　
新
館
攻
生
激
迎
禽
　
五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
猟
時
牛
よ
り
榮
友
會
館
に
於

て
鮒
催
、
新
專
攻
生
、
宮
崎
助
教
授
以
下
卒
業
生
、
…
一
、
回
生
出
席
、
會
食
後

自
己
紹
介
を
行
ひ
、
宮
崎
助
教
授
を
始
め
卒
業
生
よ
り
は
種
々
研
究
上
の
注

意
な
ど
あ
り
、
今
學
年
最
初
の
會
合
を
一
二
有
意
義
な
ら
し
め
た
。

　
　
　
　
東
方
文
化
研
究
所
翠
術
公
開
講
演

　
東
方
交
化
研
寵
所
に
於
て
は
、
今
學
期
に
入
り
、
霜
記
公
開
講
償
を
行
っ

た
。
會
場
は
す
べ
て
岡
所
謙
…
堂
簿

彙

報

五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
皿
時
牛
よ
り

新
修
本
草
と
狛
谷
破
齋
　
　
　
　
　
研
究
員

　
縞
物
の
漢
多
に
つ
い
て
　
　
　
嘱
託
員
陸
島
博
士

胤
月
コ
十
五
嶽
（
土
）
午
後
一
時
字
よ
り

　
顯
愚
論
を
通
し
て
見
た
る
淋
代
の
古
謡
　
　
研
究
員

　
癌
代
の
官
H
制
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
員

六
月
一
撮
（
土
）
午
後
｝
時
牛
よ
り

　
岡
初
の
金
交
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
員

　
夏
小
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
員

山極

誌
¥
五
臼
只
土
）
午
後
一
時
小
γ
よ
り

　
朱
子
の
理
と
氣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
研
究
員

　
龍
門
石
窟
に
あ
ら
は
れ
た
る
佛
教
　
　
　
　
研
増
員

西
洋
曳
調
書
曾

木森

村

康義

字
都
當
溝
吉

内
藤
乾
吉

小
川
茂
樹

能
田
忠
亮

塚安

本田

善二

隆郎

（461）

　
例
　
露
　
昭
和
十
五
年
度
第
一
岡
例
會
を
五
月
十
一
縁
、
訪
川
講
師
及
び

二
岡
生
活
迎
會
を
兼
ね
て
開
催
。
原
教
授
、
村
田
、
井
上
、
前
川
の
三
講
師

を
始
め
腰
骨
者
二
十
五
名
。

一、

N
リ
ー
ト
交
化
と
ク
リ
ー
ト
美
術
　
　
　
村
田
観
血
算
氏

　
　
　
　
地
理
學
談
話
曾

一景例
’・ m

新六禽
井名
慈1　。ヲs．
；fi

の
地
理
思
想

繭
旺
1

和

夫
半

月

士

旦
キ
午
一

等
∫ド

よ

り

實

三
門
鰭
娼
席

第
二
十
樵
悠
　
第
…
瓢
號

一
瓢
瓢



一纏

報

第
二
十
瓢
巻
　
第
蹴
號

…
烈
六

　
…
、
英
書
利
園
斑
性
の
斑
族
的
基
礎
　
　
　
　
　
　
朝
永
陽
鷲
郎
氏

六
月
七
日
（
金
）
華
後
配
時
雫
よ
り
薄
層
窒
に
て
開
催
。
出
覇
者
∴
十
四
名

　
一
、
西
南
ア
ジ
ア
の
職
種
　
　
　
　
　
　
　
　

、
岡
本
僧
太
郎
君

　
一
、
闘
圃
土
評
観
瓶
と
山
尽
通
（
豫
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
寛
口
唱
四
氏

　
二
興
生
三
才
露
　
五
月
憂
目
（
土
）
午
後
六
時
前
よ
り
樂
友
會
館
に
て
開
催

小
牧
…
教
授
他
…
一
十
隅
名
出
席
、
簡
m
梁
の
食
事
の
後
、
至
っ
て
利
か
な
雰
閲
［
氣

の
中
に
、
打
ち
と
け
た
自
己
紹
介
が
行
は
れ
た
。

　
地
理
學
救
室
暮
季
族
行
　
五
月
二
十
日
二
十
一
臼
の
爾
日
に
亙
り
、
小
牧

敷
授
、
室
賀
講
師
、
野
闇
助
手
、
柴
周
、
川
上
副
手
及
二
圓
生
一
同
信
…
樂
、

伊
賀
上
野
地
方
に
見
壌
・
旋
行
を
行
ふ
。
信
樂
で
は
信
樂
焼
に
關
…
し
て
詳
細
な

る
話
を
聞
．
き
、
盆
す
る
所
が
多
か
っ
た
Q
離
草
生
茂
る
信
樂
宮
境
は
感
慨
潔

い
も
の
が
あ
っ
た
Q
上
野
で
は
、
ナ
ラ
コ
ツ
ダ
が
火
燈
の
玄
蘭
、
に
使
用
さ
れ

て
屠
る
事
を
知
り
、
み
の
む
し
庵
に
ば
せ
を
・
偲
び
、
服
部
、
印
代
の
聚
落

を
見
學
、
　
一
の
翫
鼓
國
瀞
瀧
に
滲
群
し
て
、
木
津
纏
由
で
帰
っ
て
來
た
。

　
宇
治
茶
見
・
。
禦
　
六
月
冨
、
9
∴
月
回
午
後
一
時
よ
り
柴
周
川
上
爾
手
及
二
、
三

陶
生
有
志
は
宇
治
茶
業
概
究
駈
、
小
山
商
店
を
見
學
、
宇
治
茶
に
關
す
る
認

識
を
深
…
め
た
。
（
以
上
川
上
記
）

考
古
學
談
話
禽

　
考
古
學
談
話
魯
で
は
新
漁
期
に
入
っ
て
、
囚
月
二
十
九
目
夜
鳥
初
に
て
、

薪
任
の
り
村
国
灘
…
臨
…
、
薪
入
選
科
學
生
、
川
勝
、
内
藤
∵
氏
の
激
迎
に
大
鰐
院

畢
生
今
井
氏
の
除
隙
の
醗
賀
を
も
総
ね
て
開
催
、
前
原
教
授
は
じ
め
集
る
も

の
、
十
殿
名
懇
親
を
電
ね
る
嘘
あ
っ
た
。

　
ま
た
會
で
は
文
學
部
墨
友
會
の
下
呂
籏
費
を
鰻
會
と
し
、
梅
原
教
授
を
ほ

じ
め
教
審
W
貝
総
名
は
五
ガ
は
十
閥
・
五
・
六
の
↓
．
．
日
に
わ
た
り
襲
業
∵
飛
騨

方
面
に
見
學
早
行
を
行
っ
た
。
美
濃
で
は
坂
祓
村
の
島
国
稻
葉
火
明
古
墳

（
方
墳
）
を
實
査
七
、
飛
騨
で
は
國
府
村
の
廣
瀕
内
墳
・
國
分
寺
塩
等
を
訪

ね
、
奈
宴
時
代
箆
描
糟
の
あ
る
光
器
庵
遺
瓦
を
は
じ
め
と
し
、
高
山
町
の
江

馬
源
氏
。
疏
通
寺
等
に
藏
せ
ら
る
㌔
石
器
時
代
置
物
を
訟
寛
し
、
爾
、
鞘
町
、

美
濃
太
田
町
に
林
魁
一
氏
を
訪
ふ
て
珍
藏
の
御
物
ズ
4
1
器
、
野
鼠
の
銅
鐸
を
は

じ
め
、
古
墳
出
土
品
を
蓼
飽
し
た
。

會

報

◇
曾
　
員
　
動
　
静

　
　
　
　
◇
入
　
　
　
　
奮

京
都
市
上
京
薩
紫
竹
梅
ノ
木
町
六
．
一

兵
庫
縣
川
邊
郡
立
花
村
塚
口
九
〇
四

京
都
市
左
京
匠
聖
護
院
川
原
町
二
五
　
1
．
一
徳
方

n
暴
…
都
市
左
h
暴
上
口
鹿
ケ
谷
法
鉄
…
二
二
明
一
一
t
　
…
岡
且
々

京
郡
市
左
京
薩
北
白
川
蔦
二
五

大
阪
市
佳
吉
匿
播
磨
町
東
一
丁
口
　
…
．
七

京
都
市
左
京
、
涯
北
白
絹
別
常
町
充
四
ノ
ニ
　
中
島
方

羽
田
　
　
明
氏

（
外
山
軍
治
氏
翻
介
）

守
田
長
兵
衛
氏

織　本　大鈴　z拝

田　注杉　木松

令
∵
民

恒
坐
氏

距
黒
氏

宗
蕉
門

昭
麿
氏

｛1　．“；．．，　）



奉
天
市
大
和
．
姪
千
代
田
通
醐
○
郵
政
官
・
替
内

　
　
　
　
◇
韓
　
　
　
居

｛果

檮
g
甲
齋
撚
総
川
隔
」
板
鴇
梼
町
六
丁
ほ
「
．
．
…
口
四
一
｝

　
　
　
◇
寄
団
坐
父
襖
圖
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